
平成２１年度一般会計当初予算説明資料
10款 教育費

１項 教育総務費

４目 教育連絡調整費 教 育 環 境 課（内線：７９４５）

10款 教育費 特別支援教育課（内線：７５７４）

５項 特殊学校費 高 等 学 校 課（内線：７５１５）

（ ）１目 特別支援学校管理費 単位：千円

財 源 内 訳 備
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 国 庫 使用料 財 産

諸収入 一般財源 考
支出金 手数料 収 入

県立 高等 1,035,506 1,070,857 35,351 5,000 4,326 9,476 1,016,704
学校 学校

△

裁量 特別
予算 294,692 295,005 △313 800 2,591 490 290,811
事業

支援
学校

トータルコスト 2,577,920千円（前年度2,640,705千円）

従事する職員数 正職員：150.6人

主な業務内容 学校の運営・管理、特色ある事業の企画・運営

事業内容の説明

１ 事業の概要
学校運営費、教職員旅費、学校独自事業費の総額を年度当初に学校に一括配分し、学校長裁

量による予算執行を認めることにより、学校長の独自性を発揮した学校運営を可能にする。
これにより学校の自立度を高め、より特色ある学校づくりを促し、各学校の児童・生徒に応

じた教育課題への早期対応を進める。

２ 事業内容
学校は学校規模や事業内容に応じて一括配分された以下の事業の予算枠内において、事業の

重点化や経費節減などにより捻出した経費を校長の判断により新たな事業に充当できるものと

する。

（ ）単位：千円
対 象 事 業 の 内 容

区 分 予算額
（※印は平成21年度からの主な見直し項目）

学校の運営・管理に要する経費

高 学 校 運 営 費 845,422 ※パソコン等情報機器類の整備経費、鳥取中央育英及び

日野高等学校寄宿舎の運営経費を分離

教 職 員 旅 費 79,259 教職員の業務に要する旅費
等

学 各学校が自らの教育課題を勘案し、独自に事業立案

学校独自事業費 110,825 ※次世代改革高校生学力向上推進事業のうち、進路選択

校 のための大学・企業等での生徒研修事業を統合

計 1,035,506

特 学校の運営・管理に要する経費
学 校 運 営 費 257,179

別 ※パソコン等情報機器類の整備経費、鳥取盲学校寄宿舎

支 の運営経費を分離

教 職 員 旅 費 37,513 教職員の業務に要する旅費
援

学

計 294,692
校
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３ 学校独自事業（各高等学校の代表的な事業）
学 校 名 事 業 名 事 業 概 要

鳥 取 東 鳥取学プレゼン大会 地域の様々な分野に関する研究をし、成果・考察の発表

会を行う。

鳥 取 西 読書と小論文 課題図書の著者を招いて講演会、討論会を行う。

鳥取商業 鳥商デパート 企画・仕入れから販売・決算までの一連の物品の流れを

生徒自身が行う。

鳥取工業 ものづくりスピリット育成 製造業を支える技術、技能を継承する技術・技能者の育

成を図る。

鳥取湖陵 省エネルギー技術学習 ものづくりを通して地球環境問題について考える。

鳥取緑風 基礎学力向上研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 鳥取大学と連携し、生徒への学習支援を図る。

青 谷 日中韓高校生国際シンポ 中国・韓国の生徒を招き、意見発表、ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ、交

流を行う。

岩 美 はばたけ未来へ!!自分創造 新入生宿泊ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ等を通じ、働くことの意

～キャリア実現に向けて～ 義を理解させ、自立性・社会性を高める。

八 頭 理数科ｾﾐﾅｰ・理数科ｾﾞﾐ 理数科・国際英語科・普通科体育コース等、学科の特色

留学生交流会 を生かした事業の実施

智頭農林 マルチベーシック 学校設定科目「ﾏﾙﾁﾍﾞｰｼｯｸ」の研究開発を行い、基礎学力

の定着を図る。

倉 吉 東 国際高校生フォーラム 県外・海外の生徒を招き、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ、交流を行う。

倉 吉 西 チャレンジグループ活動事 ３学年縦割りｸﾞﾙｰﾌﾟでそれぞれテーマを設定し探求活動

業 を行う。

倉吉農業 さわやか倉農生づくり推進 生徒のﾏﾅｰｱｯﾌﾟを図り、生徒会や寮生会のリーダーを育成

する。

倉吉総合産業 職業観の育成事業 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ、ﾃﾞｭｱﾙｼｽﾃﾑの実施、地元企業の見学等を通じ

勤労観や職業人としてのマナーを育成する。

鳥取中央育英 高校生の基礎づくり 中学・高校が連携して基礎学習内容の定着を図る。

米 子 東 「総合的な学習の時間」講 各界の卒業生を招へいし、自分の生き方と職業との関わ

演会 りについて考える。

米 子 西 卒業生講演会 卒業生を招へいし大学選択の意識を高める。

土日学習会 大学と連携し、土日に自学学習会を行う。

米 子 総合美術展 姉妹校（韓・米）と合同で美術展の開催

進路意識確立事業 社会人を招へいして、進路についての講演会を行う。

米 子 南 スペシャリスト養成事業 地域との交流を通じ 地域の活性化を図るとともに ｱｲﾃﾞ、 、

ｨｱを形にする起業家精神を育成する。

米子工業 ものづくり支援事業 ﾏｲｺﾝｶｰ等の製作、ものづくりｺﾝﾃｽﾄ出場への支援

ものづくり技術を生かした学校環境の整備

米子白鳳 生徒いきいきプラン 大学院生による学習支援や教育相談のサポート

境 地域に貢献する人間関係育 地域の小中学校との遊びや部活動交流を通じて地域に根

成 ざし、地域に貢献する。

境港総合技術 総合技術フェア 各学科の学習内容や取組を広く地域の方に知っていただ

く。各種展示や実演・実習製品の販売等

日 野 音楽系列の活性化事業 近隣の中学校や音楽愛好者にも呼びかけ、ﾐｭｰｼﾞｯｸﾜｰｸｼｮｯ

ﾌﾟを開催する。

定期演奏会や公開による楽器演奏実技試験の実施
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